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1. はじめに（背景）

私たちのグループは日本における在日外国人、その中でも特に日系ブラジル人の教育問題に焦点を当て、この分野での問題の本質を明らかにしつつ（教育環境を整えるなどの）政策を提言する。現在、世界では経済のグローバル化が進み、それに伴う国境を越えた「人の移動」が盛んになりつつある。日本への入国・滞在をする外国人も年々増加している状況の中で、彼らに対する生活の保障は不十分であり、その子女に対する教育環境も十分に整っているとはいいがたい。
1990年に行なわれた入国管理法の改正により、日系人に対して「定住者」の枠が設けられ、日系三世まで「長期滞在査証（三年間の査証）」を与えられた。この改正は結果的に、デカセギなどで日本へ来る日系人の増加を生み出した。岐阜県大垣市の外国人登録人口の推移（表１）をみても入管法の改正による影響の大きさが読み取れる。
また、日系人たちのデカセギから定住化への流れが進行している点にも注目する。日本へ来てから数年間で本国へ帰るケースが多かったが、現在では定住化するケースも増えている。日本国内で永住資格を取得するブラジル人の数は対前年比1.5倍近いペースで伸びており、この流れが進んでいることが伺える。
（まとめ・・・）

2. 現状・問題意識
2-1 在日外国人子女の不就学問題について
　外国人人口の増加に伴い、外国人子女の不就学人口が増加している。文部科学省が平成17～18年に１府１１市を対象に行なった「外国人の子どもの不就学実態調査」によると、不就学者の割合が1.1％、連絡がとれなかった者の割合は17.5％とあわせて20％以上にのぼることが分かる。このデータは外国人登録をしている者の人数であり、不法滞在など把握できない外国人はさらにいるものと思われる。このような就学状況の不明者には、安定した教育環境が与えられていないものと定義する。

2-2 在日ブラジル人子女の犯罪率の高さについて←田後さんのパート
　平成18年度の国籍・地域別検挙数を示したグラフを見てみると、在日外国人の全犯罪の検挙数では中国人の40％台がワーストでブラジル人は12％前後となる。しかし、少年犯罪のグラフを見るとブラジル人の犯罪件数がトップになる。外国籍少年の少年院新収容者数を表すグラフでは、平成8年ごろからブラジル人少年刑法犯人員が増えており、この傾向と不就学者の増加している現状とに何らかの関係性を見出すことができる。
2-3　子どもの権利条約
　1989年に国連総会で採択された「児童の権利に関する条約（＝子どもの権利条約）」に日本も批准している。
第28条
（a） 初等教育を義務的なものとし、すべての者に対して無償のものとする。

（b） 種々の形態の中等教育（一般教育及び職業教育を含む。）の発展を奨励し、すべての児童に対し、これらの中等教育が利用可能であり、かつこれらを利用する機会が与えられるものとし、例えば、無償の教育の導入、必要な場合における財政的援助のような適当な措置をとる。

（c） すべての適当な方法により、能力に応じ、すべての者に対して高等教育を利用する機会が与えられるものとする。
第29条

（c）  児童の父母、児童の文化的同一性、言語及び価値観、児童の居住国及び出身国の国　

　　　民的価値観ならびに事故の文明と異なる文明に対する尊重を育成すること。

　以上から、日本政府は不遇な教育環境に置かれた外国人子女に対する教育の保障をおこなう義務があるといえる。

2-4　高校進学率の低さについて（←必要ないかも？）

3. 分析方法（分析の方向性）
この章では、いくつかのモデルケース（ブラジル人学校、公立学校での異文化プログラムの取り組みなど）を取り上げ、その中から前章で取り上げた問題点を改善する方法・手段の可能性を模索する。
3-1 モデル①…HIRO学園（ブラジル人学校）←調べているのは赤木ちゃん？？
3-2 モデル②…公立学校での授業プログラム（群馬県太田市）
4.　政策提言の方向性

（ここは文字制限なし、書かなくてもよい）
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